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公
共
施
設
の
こ
と

考え
よう

11

熱中時間熱中時間
『深谷市消防団』

熱き使命感で
まちを守る！

団長　坂
さか

田
た

秋
あ き

雄
お

さん

▲8月23日㈯に行われる県消防操法大会に出
場する川本支団の練習風景。団員たちは各自
仕事を終えた後、夜間に厳しい練習を重ねて
います
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　岡部浄水場にできたばかりの『浄水管理棟』に来たよ♪こ
こは、きれいになった水を、みんなのところまで、いつでも
ちゃんと届くようにするための施設なんだって。さっそく
入ってみよ～っと！お邪魔しま～す！！

▲ここは浄水管理棟の地下にある配
水施設だよ。たくさんのポンプが並
んでいて、きれいになったおいしい
水を、ここからみんなのところへ送
っているんだって！生活を支えると
っても大切な施設だね♪

◀ここは、市内の水道施設を
管理する中央監視室なんだ。
今回は特別に中に入らせて
もらえたよ。正面の大きな画
面には、浄水場などの状況が
映っていて、24時間見守っ
ているんだって！とっても
安心だね♪

ふっかちゃんの日常から
深谷が見えてくる

ふ かっ 歩
散

岡部浄水場・浄水管理棟編

ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
が
な
い

よ
う
、
現
庁
舎
を
使
用
し
な
が
ら

建
設
す
る
。

▪
財
源
と
し
て
、
合
併
特
例
債
（
合

併
市
の
み
が
使
用
で
き
る
非
常
に

有
利
な
借
り
入
れ
金
）
の
活
用
に

努
め
る
。

　

今
後
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
平
成
32
年
度
ま
で
の
完
成
を

目
指
し
て
建
設
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

公
共
施
設
改
革
推

進
室
（
☎
５
６
８
‐
５
０
０
９
）

　

市
で
は
、
長
年
の
懸
案
事
項
で

あ
っ
た
市
役
所
本
庁
舎
の
耐
震
化

対
策
に
つ
き
ま
し
て
、
昨
年
度
開

催
さ
れ
た
『
深
谷
市
公
共
施
設
在

り
方
検
討
市
民
会
議
』
か
ら
の
提

言
を
踏
ま
え
、
新
庁
舎
を
建
設
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
庁
舎
は
耐
震
性
が
低
く
、

万
一
の
大
地
震
の
際
は
、
倒
壊
ま

た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
高
い
状

況
で
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
命
や
財
産

を
守
る
た
め
に
も
、
今
後
40
・
50

年
と
い
う
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
総
合
的
に

検
討
し
た
結
果
、
新
庁
舎
建
設
と

い
う
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
建
設
に
際
し
て
、
市
が

掲
げ
る
方
針
は
、次
の
３
点
で
す
。

▪
分
散
化
し
て
い
る
外
部
庁
舎
を

集
約
し
、
新
庁
舎
を
建
設
す
る
。

▪
建
設
場
所
は
、
現
庁
舎
南
側
の

敷
地
（
南
側
の
市
道
お
よ
び
駐
車

場
部
分
を
含
む
）
と
し
、
住
民
サ
ー

『
新
庁
舎
建
設
』
の
方
針
を
決
定

ふっかちゃんの
つ・ぶ・や・き
ふっかちゃんの
つ・ぶ・や・き

今年もゆるキャラグランプ
リに出場するよぉ！！みんな
でてっぺん目指そうねぇ♪
応援よろしくおねぎしまぁ
～すY(o0ω0o)Y

　
防
災
訓
練
で
は
、
住
民
参
加
に
よ
る

初
期
消
火
訓
練
や
関
係
機
関
と
の
合
同

指
揮
訓
練
、
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
救
出
訓

練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
の
防
災
フ
ェ
ア
で

は
、
備
蓄
食
糧
の
炊
き
出
し
と
無
料
配

布
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
販
売
、
自
衛
隊
車

両
・
消
防
車
両
・
白
バ
イ
展
示
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

と
き　

９
月
６
日
㈯
午
前
８
時
30
分
～

自
主
防
災
組
織
と
は

　

大
地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時
は
、
道

路
や
橋
の
損
壊
な
ど
で
、
防
災
機
関
の

活
動
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

防
災
機
関
の
活
動
を
待
つ
間
、
自
主

的
に
協
力
し
て
、
初
期
消
火
、
被
災
者

救
出
・
救
護
、避
難
誘
導
な
ど
を
行
い
、

少
し
で
も
地
域
の
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
、
自
治
会
な
ど
を
中
心
に
活
動
す
る

の
が
『
自
主
防
災
組
織
』
で
す
。

正
午

と
こ
ろ　

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

※
当
日
の
午
前
８
時
30
分
に
、
防
災
行

政
無
線
か
ら
訓
練
信
号
（
サ
イ
レ
ン
）

を
鳴
ら
し
ま
す
。
火
災
と
間
違
え
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
防
災
課

（
☎
５
７
４
‐ 

６
６
３
５
）

平
常
時
に
は
ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
か

▪
組
織
体
制
の
整
備（
班
体
制
の
整
備
、

連
絡
網
の
作
成
、防
災
資
機
材
の
整
備
）

▪
防
災
知
識
の
習
得
（
県
防
災
学
習
セ

ン
タ
ー
の
見
学
な
ど
）

▪
救
命
講
習
の
受
講

▪
防
災
訓
練
の
実
施

自
主
防
災
組
織
を
結
成
す
る
に
は

　

総
務
防
災
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
防
災
課
（
☎
５
７ 

４
‐
６
６
３
５
）

1

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

2

自
主
防
災
組
織
を
作
り
ま
し
ょ
う

▲現在の市役所本庁舎

　

住
み
や
す
い
ま
ち
に
は
、地
域
の『
安

全
・
安
心
』
を
支
え
る
人
た
ち
が
い
ま

す
。
そ
の
一
翼
を
担
い
、
中
核
と
な
っ

て
活
躍
す
る
の
が
深
谷
市
消
防
団
（
以

下
、
消
防
団
）
で
す
。

　

平
常
時
は
各
自
仕
事
を
し
て
い
る
消

防
団
員
（
以
下
、
団
員
）
は
、
い
ざ
災

害
が
発
生
す
る
と
、
昼
夜
を
問
わ
ず
現

場
に
駆
け
つ
け
ま
す
。
現
在
３
８
５
人

が
加
入
し
、
そ
の
活
動
は
、
職
場
や
家

族
の
理
解
と
支
え
、
そ
し
て
団
員
の
使

命
感
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
、
災
害
へ
の
対
応
の
ほ
か

に
も
、
女
性
消
防
団
を
中
心
と
し
た
地

域
住
民
へ
の
応
急
手
当
て
の
普
及
指
導

な
ど
、
非
常
時
、
平
常
時
に
関
わ
ら
ず
、

常
に
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
「
大
災
害
が
起
こ
っ

た
時
こ
そ
発
揮
さ
れ
る
の
が
『
地
域
に

密
着
し
た
消
防
団
の
力
』」
と
言
う
坂

田
団
長
の
言
葉
通
り
、
今
年
２
月
の
降

雪
の
際
も
、
団
員
た
ち
は
自
ら
も
大
変

な
状
況
の
中
、
献
身
的
に
、
出
動
準
備

を
し
た
り
地
域
で
雪
か
き
に
困
っ
て
い

る
人
を
助
け
た
り
と
、
自
分
の
持
て
る

力
を
地
域
へ
差
し
出
し
ま
し
た
。

　
「
団
員
に
は
日
ご
ろ
か
ら
『
消
防
団

活
動
は
地
域
貢
献
で
あ
れ
』
と
言
っ
て

い
ま
す
。
各
自
が
判
断
し
て
自
発
的
に

動
け
た
の
は
、
消
防
団
の
活
動
で
培
わ

れ
た
熱
い
使
命
感
と
地
域
を
思
う
気
持

ち
が
、
常
に
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
私

は
そ
ん
な
団
員
た
ち
を
誇
り
に
思
い
ま

す
。」
と
、
坂
田
団
長
は
笑
顔
で
語
り

ま
す
。

　
『
消
防
団
員
』だ
か
ら
で
は
な
く
、『
地

域
の
一
員
』
と
し
て
、
ま
ち
や
人
を
守

り
た
い
。
地
域
へ
の
愛
情
と
熱
き
使
命

感
を
持
っ
た
団
員
が
、
今
日
も
ま
ち
の

『
安
全
・
安
心
』
を
支
え
て
い
ま
す
。


